
 

復習シート ハイレベル生物① 11 回目 

第６０問 ゲノムプロジェクト １学期 

ゲノムプロジェクトに関する次の文章を読み、下の問に答えよ。 

ヒトのゲノムの全塩基配列を解読しようという試みを( ア )といい、１９９０年にスタ

ートし２００３年に終了した。これによってわかったのはヒトゲノムのア全塩基対数は約

( イ )塩基対であり、遺伝子数は約( ウ )で、全ゲノム中におけるアミノ酸を指定して

いる部分は(  エ  )％程度ということであった。またイ個人間の塩基配列の違いは

( オ )％程度であることもわかった。 

 

問１ 上の文章中の空欄(ア～オ)に適する語句・数値を入れよ。 

問２ 下線部アについて次の各設問に答えよ。 

設問(１) 一遺伝子あたりの平均塩基対数を求めよ。 

設問(２) 次の文章中の空欄(カ～ク)に適する数値・語句を入れよ。 

遺伝子数は約( ウ )であるにもかかわらず、実際にはヒトは約( カ )種類

のタンパク質を合成している。このことから( キ )によって１つの遺伝子から

複数種の( ク )が合成されていることが考えられる。 

問３ 下線部イについて、同じＤＮＡであっても１３００塩基対に１か所の割合で異なる

塩基対がみられる。この現象を何というか。 

 

＜第６０問の解答＞ 

問１ 

ア‐ヒトゲノムプロジェクト(＝ヒトゲノム計画)  イ‐３０億 

ウ‐２万  エ‐２  オ‐９９．９   

問２ 

設問(１) ３０００ 

＜計算＞ 

１．３０億塩基対のうちアミノ酸を指定している部分は２％ 

→３０億×２％ 

２．３０億×２％の中に２万個の遺伝子があるので、一遺伝子あたりの 

平均塩基対数は・・・ 

→３０億×２％÷２万 

設問(２) カ‐１０万  キ‐選択的スプライシング  ク‐ｍＲＮＡ 

☆クは「タンパク質」でも意味は通るね。 

問３  

ＳＮＰ(＝スニップ＝一塩基多型) 



第６１問 ＤＮＡマイクロアレイ 

 

問 細胞Ｗから得たｍＲＮＡは赤で、細胞Ｚから得たｍＲＮＡは緑で染色し、ＤＮＡマイク

ロアレイを行ったところ、下の結果を得た。細胞Ｗ・Ｚのそれぞれで発現している遺伝子

はどれか。Ａ～Ｈの中から選んでを答えよ。 

    

 

 

 

<解答> 

細胞Ｗ…Ａ・Ｃ・Ｅ・Ｇ   細胞Ｚ…Ａ・Ｂ・Ｇ・Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６２問－１ 遺伝に関する語句  

次の文章を読んで、下の各問いに答えよ。 

 

ナッピーには眼が大きいものと小さいもの、体が太いものと細いもの、耳が長いものと短

いものがいる。ここで「眼の大きさ」「体の太さ」「耳の長さ」のように同じ種でも異なって

いる部分を( ア )といい「大きい・小さい」、「太い・細い」「長い・短い」を( イ )とい

う。今、次のように遺伝子記号と優劣を定める。 

  

 

①に注目したとき、この個体の( ウ )はＡａ、( エ )は「眼が大きい」または〔Ａ〕と

表す。同様にして・・・ 

            ( ウ )        ( エ ) 

①に注目・・・・・ Ａａ   「眼が大きい」   〔Ａ〕 

   ②に注目・・・・・( オ )   「体が太い」   〔 カ 〕 

   ③に注目・・・・・( キ )   「耳が長い」   〔 ク 〕 

   ①と②に注目・・・( ケ )   「大・太」    〔 コ 〕 

   ①と③に注目・・・( サ )   「大・長」    〔  シ  〕 

   ②と③に注目・・・( ス )   「太・長」    〔 セ 〕 

   ①と②と③に注目…( ソ )   「大・太・長い」〔 タ 〕 

・・・となる。 

 

問１ 上の文章中の空欄(ア～タ)に適する語句・アルファベットを入れよ。 

 

＜第６２問－１ 問１の解答＞ 

ア‐形質  イ‐対立形質  ウ‐遺伝子型  エ‐表現型  オ‐Ｂｂ 

カ‐Ｂ  キ‐Ｄｄ  ク‐Ｄ  ケ‐ＡａＢｂ  コ‐ＡＢ  

サ‐ＡａＤｄ  シ‐ＡＤ  ス‐ＢｂＤｄ  セ‐ＢＤ   

ソ‐ＡａＢｂＤｄ  タ‐ＡＢＤ 

 

 



第６２問－２ 遺伝に関する語句 １学期 

 

問２ 次の文章中の空欄(チ～ニ)に適する語句を入れよ。 

 

   ( ウ )が「ＡＡ」「ａａ」のように大文字だけ、または小文字だけの場合を( チ )

といい、そのような個体を( ツ )という。一方( ウ )が「Ａａ」のように大文字と

小文字の場合を( テ )といい、そのような個体を( ト )という。また「ＡＡＢＢｃ

ｃＤＤＥＥｇｇ・・・」のように( ウ )のどこにも( テ )がない個体を( ナ )と

いい、「ＡＡＢｂＣＣＤＤｅｅｇｇ・・・」のように一か所でも( テ )がある個体を

( ニ )という。 

 

 

 

＜第６２問－２ 問２の解答＞ 

チ‐ホモ  ツ‐ホモ接合体  テ‐ヘテロ  ト‐ヘテロ接合体 

ナ‐純系  ニ‐雑種   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第６３問－１ １つの形質に注目した遺伝現象 １学期 

 

問１ 遺伝現象を考えるときは次の２つが重要になる。空欄(ア・イ)に適する語句を入れよ。 

 

  １．父・母それぞれがどんな( ア )を作るか考える。 

  ２．１で考えた( ア )のすべての( イ )を求める。 

 

問２ 講義を思い出しながら、次の図の空欄に適する文字を入れよ。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜第６３問－１ 問１・２の解答＞ 

問１ 

   

生まれる子どもの 

遺伝子型はＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１ 

表現型は〔Ａ〕：〔ａ〕＝３：１ 



第６３問－２ １つの形質に注目した遺伝現象 １学期 

 

問３ ある集団(ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１)に関して次の各設問(１・２)に答えよ。 

 

設問(１) この集団の自家受精で生まれる次代の遺伝子型の種類とその比を求めよ。 

 

設問(２) この集団の任意交配で生まれる次代の遺伝子型の種類とその比を求めよ。 

 

 

 

＜第６３問－２ 問３の解答＞ 

設問(１) 

ＡＡ：Ａａ：ａａ＝３：２：３ 

設問(２) 

ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６４問 ２つの形質に注目した遺伝現象 １学期 

 

次の文章中の空欄(ア～ク)に適する語句・比を入れよ。 

 

「ＡａＢｂどうしを交配するとどのような次代が生まれるか？」を考える場合、まず最初

に確認しなくてはならないのは「Ａ(ａ)とＢ(ｂ)が( ア )しているのか( イ )している

のか」である。もし( ア )しているのであれば、ＡａＢｂが作る配偶子はＡＢ：Ａｂ：ａ

Ｂ：ａｂ＝( ウ )となり、交配で生じる次代は〔ＡＢ〕：〔Ａｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝( エ )

となる。一方、( イ )している場合は２通り考えなくてはならない。つまり「ＡとＢ、ａ

とｂが( イ )してる」場合と「Ａとｂ、ａとＢが( イ )している」場合の２通りである。

前者であればＡａＢｂが作る配偶子はＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝( オ )であり、交配で生

じる次代は〔ＡＢ〕：〔Ａｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝( カ )となる。後者であればＡａＢｂが

作る配偶子はＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝( キ )であり、交配で生じる次代は〔ＡＢ〕：〔Ａ

ｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝( ク )となる。 

 

 

 

＜第６４問の解答＞ 

ア‐独立  イ‐連鎖  ウ‐１：１：１：１  エ‐９：３：３：１ 

オ‐１：０：０：１  カ‐３：０：０：１  キ‐０：１：１：０ 

ク‐２：１：１：０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６５問 組換え・組換え価 １学期 

 

問１ ＡａＢｂの個体が作った配偶子がＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝１：４：４：１であった。

このことからわかることを説明した次の文章中の空欄(ア～ウ)に適する記号(Ａ・ａ・Ｂ・

ｂ)または数値を入れよ。 

 

   ( ア )とｂ、ａと( イ )が連鎖していて、配偶子形成の際に組換えが起こった。

その組換え価は( ウ )％である。 

 

 

問２ 遺伝子型がＡａＢｂである個体(エ)と(オ)がいる。(エ)が作った配偶子の遺伝子型の

種類とその比がＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝７：３：３：７で、(オ)が作った配偶子の遺伝子

型の種類とその比がＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝１：４：４：１であるとき、(エ)と(オ)の

間に生まれる次代の表現型の種類とその比を、例にならって答えよ。 

 

 例 〔ＡＢ〕：〔Ａｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝〇：〇：〇：〇 

 

 

 

＜第６５問の解答＞ 

問１ 

ア‐Ａ  イ‐Ｂ  ウ‐２０ 

問２ 

〔ＡＢ〕：〔Ａｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝１０７：４３：４３：７ 

 

☆問２の解説 

次の表を埋めれば答えが出ますね。 

ＡＢ ４Ａｂ ４ａＢ ａｂ 

７ＡＢ 

３Ａｂ 

３ａＢ 

７ａｂ 

 

 

 


